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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 30 年２月９日に公表いたしました業績予想を下記の通り

修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
 

平成 30 年 12 月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正 (平成 30 年１月１日～平成 30 年６月 30 日) 

 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,059 339 327 197 127.88

今回修正予想(B) 3,974 205 194 134 87.18

増減額(B-A) △84 △134 △133 △62  

増減率(%) △2.1 △39.7 △40.8 △31.8  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 29 年 12 月期第２四半期) 
4,197 279 282 184 119.45

※平成29年７月１日を効力発生日として、当社普通株式10株を１株に株式併合いたしました。これに伴い、前連結会

計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。 

 

 
平成 30 年 12 月期通期連結業績予想数値の修正 （平成 30 年１月１日～平成 30 年 12 月 31 日） 

 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,055 496 464 276 178.67

今回修正予想(B) 7,976 364 334 205 132.63

増減額(B-A) △78 △131 △130 △71  

増減率(%) △1.0 △26.5 △28.1 △25.8  

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年 12 月期) 
8,594 490 481 302 195.53

※平成29年７月１日を効力発生日として、当社普通株式10株を１株に株式併合いたしました。これに伴い、前連結会

計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。 
 



 

平成 30 年 12 月期第２四半期(累計)個別業績予想数値の修正 (平成 30 年１月１日～平成 30 年６月 30 日) 

 

  売上高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

  百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 4,046 309 188 122.10 

今回修正予想(B) 3,967 178 125 81.33 

増減額(B-A) △78 △130 △63  

増減率(%) △2.0 △42.3 △33.4  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 29 年 12 月期第２四半期) 
4,180 258 173 112.33 

※平成 29 年７月１日を効力発生日として、当社普通株式 10 株を１株に株式併合いたしました。これに伴い、 

前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。 

 

 
平成 30 年 12 月期通期個別業績予想数値の修正 （平成 30 年１月１日～平成 30 年 12 月 31 日） 

 

  売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 8,030 434 264 170.59 

今回修正予想(B) 7,951 303 192 124.55 

増減額(B-A) △78 △130 △71  

増減率(%) △1.0 △30.1 △27.0  

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年 12 月期) 
8,567 447 291 188.28 

※平成 29 年７月１日を効力発生日として、当社普通株式 10 株を１株に株式併合いたしました。これに伴い、 

前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。 

 

 

 

 
修正の理由 

(連結) 

  １．第２四半期累計期間 

不動産売上高は堅調に推移いたしましたが、受取手数料に含まれる売買仲介に関しまして取扱件数が減少したこと等に

より売上高が 84 百万円減少する見込みであります。受取手数料等の減少に伴い営業利益が 134 百万円、経常利益が 133

百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益が 62 百万円減少する見込みとなり、前回の予想を修正するものです。 

 

  ２．通期 

第２四半期累計期間の状況や、市場動向等を踏まえ通期の予想を修正するものです。 

 

(個別) 

上記の連結業績予想をご参照ください。 

 

 

（注）業績への影響につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の様々な要因に

より、予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


